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2026年の干支は、十二支の７番目「午（ウマ）」です。
ウマは古くから力強さと躍動感、そして豊かさの象徴とさ
れてきました。人々や物資を乗せて力強く駆け抜ける姿か
ら、「目標に向かって一直線に駆け抜ける」「運気が上昇し、
物事がトントン拍子に進む」といった意味合いを持ちます。
「午」という文字の語源には、植物の成長が頂点に達した後、
衰退に向かう転換点や、「杵（きね）」と「臼（うす）」を合わせ
た象形文字で、作物を収穫し、脱穀する作業を表すとも言
われています。このことから、「努力が報われ、成果を収め
る年」として、これまでの努力が実を結び、勢いよく次のス
テップへ進む年になることが期待されます。

今 月 の 表 紙

今年の干支・午

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　2月17日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939
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動 向

年  

頭  

所  

感
　
　
鳥
取
商
工
会
議
所
　
会
頭
　 

平
　
井
　
耕
　
司

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
、
世
界
経
済
・
国
際
情
勢
と
も

に
大
き
な
変
化
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
ト
ラ
ン
プ
新
政
権
の
発
足
や
、
米
国
第
一
主
義

に
見
る
相
互
関
税
問
題
を
は
じ
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
の
長
期
化
・
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
な
ど
、
国

際
的
な
不
確
実
性
が
続
く
中
で
、
各
国
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築

な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
半
導
体
分
野
で
は
、
新

た
な
産
業
競
争
も
激
化
し
て
き
て
お
り
、
経
済
社

会
の
構
造
転
換
が
一
層
加
速
し
て
い
ま
す
。

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
昨
年
10
月
に
憲
政

史
上
初
の
女
性
総
理
大
臣
が
誕
生
し
、
長
年
に
わ

た
る
自
公
連
立
の
解
消
、
日
本
維
新
の
会
と
の
新

た
な
連
立
与
党
政
権
の
樹
立
な
ど
国
政
に
大
き
な

変
革
が
起
き
ま
し
た
。

国
内
経
済
は
、
物
価
上
昇
と
円
安
が
続
き
、
賃

上
げ
と
価
格
転
嫁
の
両
立
、
労
働
生
産
性
の
向
上

が
中
小
企
業
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
加

え
て
少
子
高
齢
化
に
伴
う
働
き
手
不
足
も
一
層
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
政
権
に
は
、
こ
れ
ら
諸
問
題
に
一
刻
も
早
い

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
、
安
定
し
た
政
治
運
営
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
済
社
会
、
政
治
の
大
き
な
転
換

期
に
あ
っ
て
、
鳥
取
商
工
会
議
所
は
地
域
の
中
小

企
業
の
持
続
的
成
長
と
経
済
活
性
化
を
支
え
る
役

割
を
果
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
企
業
の
経
営
基
盤
の
強

化
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
省
力
化
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

地
方
の
人
材
確
保
や
育
成
、
地
域
活
力
の
向
上
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
課
題
を
解
決
す
べ
く
鳥
取
商
工
会
議
所

は
昨
年
11
月
の
役
員
改
選
に
伴
い
、
新
た
な
体
制

で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。「
明
る
い
鳥
取
の

創
造
に
向
け
〈
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
〉
を

共
（
友
）
に
！
未
来
を
切
り
拓
く
！！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
①
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
②

鳥
取
の
観
光
魅
力
創
出
・
発
信
、
③
Ｄ
Ｘ
の
更
な

る
推
進
、
④
若
者
・
女
性
の
働
き
や
す
さ
を
創

出
、
⑤
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
中
小
企
業

支
援
、
⑥
会
議
所
及
び
会
員
同
士
の
連
携
強
化
の

６
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
、
地
域
企
業
の
成
長
支

援
や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
政
機
関
な
ど
と

よ
り
一
層
連
携
を
深
め
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。今

年
の
干
支
は
「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）」。
丙

は
燃
え
盛
る
太
陽
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
午

は
行
動
力
や
ス
ピ
ー
ド
を
表
す
こ
と
か
ら
、「
勢

い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
活
動
的
な
年
」
を
意

味
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
未
来
志
向
で
行
動
し
、
新
し
い

価
値
を
創
り
出
し
、
一
層
の
企
業
成
長
が
成
さ
れ

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
本
年
も
引
き
続
き
、
会
員

企
業
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
み
、
地
域
経
済
の
発
展

に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。



鳥取商工会議所報
VOL779.2026.1.15

4

2026年2026年

や
ま
こ
う
建
設
㈱

代
表
取
締
役
社
長

鶴 

石
　
健 

治

常議員

鳥
取
商
工
会
議
所

専

務

理

事

桐 

林 

正 

彦

専務理事

東
洋
交
通
施
設
㈱

代
表
取
締
役
社
長

西 

垣
　
　 

豪

副会頭

山

野

商

事

㈱

取

締

役

会

長

嶋 

田
　
耕 
一

常議員 日

本

交

通

㈱

常

務

取

締

役

澤 

　
　
耕 

司

常議員 ㈱

小

銭

屋

代

表

取

締

役

小 

谷
　
文 

夫

常議員

㈱

清

水

代
表
取
締
役
社
長

清 

水
　
昭 

生

常議員

㈱

德

田

商

店

代
表
取
締
役
会
長

德 

田
　
三 

明

常議員

㈱
エ
ヌ
ケ
ー
シ
ー

代
表
取
締
役
会
長

竹 

内
　
茂 

喜

常議員

鳥
取
信
用
金
庫

理

事

長

田 

村
　
博 

信

常議員

鳥
取
医
療
器
㈱

代

表

取

締

役

玉 

木
　
淳 

二

常議員 ㈱

玉

川

代

表

取

締

役

玉 

川
　
政 

一

常議員

㈱

鳥

取

銀

行

代
表
取
締
役
会
長

平 
井
　
耕 

司

会　頭㈱
日
ノ
丸
総
本
社

代

表

取

締

役

岡 

　
　
周 

一

副会頭鳥

取

瓦

斯

㈱

代
表
取
締
役
社
長

児 

嶋
　
太 

一

副会頭

大
山
日
ノ
丸
証
券
㈱

代
表
取
締
役
専
務

今 

井
　
敏 

明

常議員㈱
サ
ン
マ
ー
ト

代

表

取

締

役

岩 
崎
　
陽 

一

常議員大

和

建

設

㈱

取

締

役

社

長

影 

井
　
一 

清

常議員

㈱
ア
サ
ヒ
メ
ッ
キ

取

締

役

会

長

木 

下
　
貴 

啓

常議員

鳥
取
科
学
器
械
㈱

取

締

役

会

長

手 

石
　
幸 

洋

常議員

㈱
千
代
田
工
務
店

代

表

取

締

役

荒 

田 

潤
之
介

常議員
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㈱
中
電
工
鳥
取
統
括
支
社

執
行
役
員
支
社
長

徳 
永 
健
二
郎

常議員

2026年2026年

㈱
白
兎
設
計
事
務
所

代
表
取
締
役
社
長

藪 

田
　
浩 
明

常議員

㈱
吉
谷
機
械
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

吉 

谷 

勇
一
郎

グ
ッ
ド
ヒ
ル
㈱

代
表
取
締
役
社
長

吉 

岡
　
秀 

樹
（
学
法
）
東
雲
学
園

理

事

長

安 

住
　
　 

学

㈱
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｎ
Ｏ

取
締
役
常
務
執
行
役
員

土 

橋 

　
　
勉

常議員 ㈱

戸

信

代
表
取
締
役
会
長

戸 

田
　
暖 

久

常議員

鳥
取
県
信
用
保
証
協
会

専

務

理

事

三 

木
　
雅 

夫

監　事

㈱
ゼ
ン
ヤ
ク
ノ
ー

顧

問

森 

下
　
哲 

也

常議員

常議員

㈱
島
根
銀
行
鳥
取
支
店

支

店

長

小 

林 

　
　
崇

監　事

常議員

監　事

㈱
メ
モ
ワ
ー
ル
イ
ナ
バ

代

表

取

締

役

圓 
井
　
貴 

志

常議員水

野

商

事

㈱

代

表

取

締

役

水 

野
　
治 

郎

常議員

え
び
す
本
郷
㈱

代

表

取

締

役

渡 

邉
　
健 

次

常議員

㈱
山
陰
合
同
銀
行

代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員

吉 

岡 

佐
和
子

常議員

安

田

精

工

㈱

代
表
取
締
役
社
長

安 

田
　
和 

雄

常議員

中
国
電
力
㈱
鳥
取
支
社

執
行
役
員
支
社
長

森 

田
　
秀 

樹

常議員

日
ノ
丸
産
業
㈱

代
表
取
締
役
会
長

森 

下
　
明 

男

常議員

日
ノ
丸
西
濃
運
輸
㈱

常
務
執
行
役
員

森 

本
　
幸 

久

常議員

㈱
鳥
取
メ
カ
シ
ス
テ
ム

代

表

取

締

役

林
　
　
正
太
郎

常議員

久

本

木

材

㈱

代

表

取

締

役

久 

本
　
雅 

義

常議員

㈱
モ
リ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役
会
長

盛 

田
　
眞 

理

常議員

西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
中
国
統
括

本
部
山
陰
支
社 

副
支
社
長

和 

田 

昇 

司

常議員
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ア
ク
シ
ス
Ｉ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
㈱

代

表

取

締

役

坂 

本
　
　 

哲

議　員 ㈱

伝

習

館

代

表

取

締

役

坂 

根
　
　 

徹

議　員

㈱
鳥
取
マ
ツ
ダ

代
表
取
締
役
会
長

西 

面 

美
都
子

議　員 ㈱
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｉ
き
っ
ぺ
い

代

表

取

締

役

小 

谷
　
知 

史

議　員 ㈱

コ

タ

ニ

代
表
取
締
役
社
長

小 

谷
　
憲 

司

議　員

㈱

丸

由

代
表
取
締
役
副
社
長

小
木
曽 

　 

正

議　員

㈲
造
園
土
木
植
清
園
鳥
取
営
業
所

代
表
取
締
役
副
社
長

大 
塚
　
清 

隆

㈱
シ
セ
イ
堂
デ
ザ
イ
ン

代

表

取

締

役

植 

木
　
　 

誠

鳥
取
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

顧

問

黒 

坂
　
幸 
夫

泊
綜
合
食
品
㈱

取

締

役

会

長

岸 

田
　
隆 

志

㈲

ウ

ィ

ル

代

表

取

締

役

井 

上
　
法 

雄

議　員

議　員 議　員

㈱
フ
ァ
イ
ナ
ー
ル

代

表

取

締

役

門 

脇
　
康 

弘

議　員議　員 議　員

㈲
赤
山
建
築
設
計
事
務
所

取
締
役
設
計
室
長

赤 
山
　
　 

渉

議　員ユ
タ
カ
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役
社
長

今 

井
　
勝 

雄

議　員

㈱
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
鳥
取

代
表
取
締
役
会
長

大 

月
　
　 

徹

議　員

㈱
懸
樋
工
務
店

代

表

取

締

役

懸 

樋
　
義 

樹

議　員

リ
バ
ー
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

川 

口
　
大 

輔

議　員

日
ノ
丸
観
光
㈱
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

代
表
取
締
役
社
長

勝 
井
　
博 

久

議　員

日
本
海
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
㈱

代
表
取
締
役
社
長

小 

松
　
良 

徳

議　員

2026年2026年
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日
ノ
丸
自
動
車
㈱

取

締

役

社

長

中 

島
　
文 
明

議　員 ㈱

中

井

脩

代
表
取
締
役
社
長

中 

井 

太
一
郎

鳥
取
瓦
斯
産
業
㈱

取

締

役

角 

田
　
祐 

介

議　員 議　員

菌

興

椎

茸

㈿

代
表
理
事
組
合
長

常 

田 

孝
一
郎

議　員

㈱

三

協

商

会

代

表

取

締

役

民 

野
　
純 

男

議　員

㈱

花

の

れ

ん

代

表

取

締

役

土 
江
　
征 

典

議　員 ㈲

亀

井

堂

代

表

取

締

役

地 

原
　
忠 

実

㈱

田

村

紙

店

代
表
取
締
役
会
長

田 

村
　
章 

二

議　員 議　員

田

中

工

業

㈱

代
表
取
締
役
会
長

田 

中
　
健 

志

議　員

㈱

谷

本

酒

店

代

表

取

締

役

谷 
本
　
暢 

正

議　員 Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
㈱
鳥
取
支
店

支

店

長

田 

中
　
道 

雄

議　員Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
㈱

取

締

役

玉 

木
　
美 

香

議　員

2026年2026年

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
電
機
㈱
鳥
取
工
場

取
締
役
拠
点
Ｃ
Ｏ
Ｏ
補
佐

清 

水
　
　 

修

議　員 ㈱
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
中
国
鳥
取
支
店

支

店

長

重 
橋
　
　 

薫

議　員㈱
商
工
組
合
中
央
金
庫
鳥
取
支
店

支
店
長 

兼 

県
内
統
轄

高 

橋 

陽
一
郎

議　員

㈱

Ｈ

Ｒ

Ｄ

代

表

取

締

役

原 

田
　
宜 

明

議　員 ㈱

田

中

建

設

代

表

取

締

役

濵 

中
　
安 

男

議　員 ㈱
人
形
の
は
な
ふ
さ

代

表

取

締

役

英 

　
　
智 

哉

議　員

㈱

ウ

シ

オ

代

表

取

締

役

福 

家
　
成 

夫

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
鳥
取
営
業
支
社

営

業

支

社

長

久 

田
　
幸 

民

議　員山
陰
警
備
保
障
㈱

代

表

取

締

役

藤 

田
　
泰 

央

議　員 議　員
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㈱
森
下
久
平
商
店

代

表

取

締

役

森 

下
　
泰 

年

因

伯

通

運

㈱

代

表

取

締

役

涌 

本
　
知 

彦

大
同
端
子
製
造
㈱

代

表

取

締

役

若 

川
　
大 

介

八
光
自
動
車
㈲

代

表

取

締

役

吉 

川
　
　 

浩

大

和

設

備

㈱

代

表

取

締

役

古 

川
　
純 

一

議　員

㈱

牧

浦

商

店

専

務

取

締

役

牧 

浦
　
健 

泰

議　員

日

段

㈱

代

表

取

締

役

山 
川
　
正 

人

議　員

㈱
さ
ん
れ
い
フ
ー
ズ
鳥
取
支
店

支

店

長

吉 

田
　
英 

行

㈱
鳥
取
県
農
協
共
済
福
祉
事
業
団

ホ
テ
ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取 

代
表
取
締
役
社
長

山 

西
　
裕 

祐

㈱
情
報
サ
ー
ビ
ス
鳥
取

代
表
取
締
役
会
長

山 

中
　
英 

雄

議　員

議　員 議　員

議　員

議　員

日
本
上
下
水
道
工
業
㈱

取

締

役

会

長

山 

田
　
俊 

彦

議　員

山

口

電

業

㈱

代
表
取
締
役
常
務

前 

田
　
康 

一

議　員㈱

因

州

屋

代

表

取

締

役

前 

田
　
清 

吉

議　員

㈲

山

田

屋

代

表

取

締

役

山 

田
　
将 

司

議　員

議　員

議　員

㈲

む

ら

か

み

代

表

取

締

役

村 

上 

亜
由
美

議　員

㈱
コ
ク
ヨ
Ｍ
Ｖ
Ｐ

代

表

取

締

役

丸 
山
　
博 

之

鳥
取
空
港
ビ
ル
㈱

代

表

取

締

役

宮 

部
　
久 

照

㈱
山
陰
放
送
鳥
取
支
社

支

社

長

宮 

本
　
忠 

明

議　員議　員議　員

大

鳥

機

工

㈱

監

査

役

藤 
原
　
弘 

樹

議　員

2026年2026年

㈱
ヤ
マ
タ
ホ
ー
ム

代

表

取

締

役

山 

田
　
時 

好

議　員
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動 向

観
光
客
へ
の
も
て
な
し
向
上
を
目

的
と
し
た
「
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
」
を

育
成
す
る
鳥
取
市
観
光
大
学
（
平
井

耕
司
学
長
・
鳥
取
商
工
会
議
所
会

頭
）
の
開
校
式
が
12
月
３
日
（
水
）、

鳥
取
市
幸
町
の
鳥
取
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
や
観
光
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
ら
25

人
の
受
講
生
が
入
校
し
ま
し
た
。

鳥
取
市
観
光
大
学
は
、（
一
社
）

鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
、
鳥
取
市
、
鳥
取
商
工
会
議
所
が

共
催
で
実
施
。
今
年
度
で
21
回
目
を

迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
６
３
４
人
が
観

光
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
定
を
受
け
、
多

方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

開
校
式
で
は
、
平
井
学
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、「
昨
年
10
月
に
閉
幕

し
た
２
０
２
５
関
西
・
大
阪
万
博
で

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
大
き
く

回
復
・
拡
大
し
た
」
と
現
状
に
触
れ
、

「
講
座
を
通
じ
て
鳥
取
市
の
観
光
地

に
つ
い
て
再
発
見
・
再
認
識
し
、
観

光
マ
イ
ス
タ
ー
と
な
っ
て
訪
れ
る
観

光
客
に
鳥
取
の
魅
力
を
伝
え
て
ほ
し

い
」
と
受
講
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

講
師
紹
介
に
続
き
、
受
講
生
を
代

表
し
、
日
本
交
通
㈱
の
岩
田
誠
一
さ

ん
と
、「
鳥
取
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
の

会
」の
松
尾
節
恵
さ
ん
が
宣
誓
。「
因

幡
・
但
馬
の
魅
力
と
『
お
も
て
な
し
』

の
心
を
学
び
、
観
光
客
に
そ
の
魅
力

を
伝
え
、観
光
の
振
興
に
寄
与
す
る
」

と
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
定
に
向
け

た
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

開
校
式
終
了
後
か
ら
講
義
は
始
ま

り
、
受
講
生
は
２
カ
月
に
わ
た
り
研

修
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平井学長に宣誓する受講生

第第
2121
期
鳥
取
市
観
光
大
学
開
校

期
鳥
取
市
観
光
大
学
開
校

観
光
客
へ
の「
お
も
て
な
し
」向
上
へ

観
光
客
へ
の「
お
も
て
な
し
」向
上
へ

��

マ
イ
ス
タ
ー
目
指
し

マ
イ
ス
タ
ー
目
指
し
2525
人
が
入
校

人
が
入
校

果物の包装に品種の名称を表示して販売したところ、品種の名称を商
標登録していた業者から表示をやめるよう警告書が届きました。品種

の名称を表示しただけなのですが、商標権侵害に該当するのでしょうか？
今回は、商標の普通名称化について説明します。商標法において、た
とえ登録商標を使用した場合であっても登録商標がその商品や役務の

普通名称となってしまった場合には、商標権の効力が及ばず商標権侵害に該当
しない旨定められています（商標法第26条第１項第２号）。
　そこで、商標が普通名称化しているかどうか問題となります。商標とは、その出所表示機能により消
費者が商品を選ぶ際の目安となると同時に企業ブランドを維持する役割を果たすことに着目して保護さ
れています。それゆえ商標が世間に広く認知されその商品やサービスの一般的な名称、つまり普通名詞
として認識されるに至ると、もはやその出所表示機能を喪失してしまい、保護に値しなくなってしまい
ます。したがって、本件においても商標が普通名称化していれば、その使用は商標権侵害に該当しない
といえます。
　ただし、商標権者としても、商標の普通名称化を防ぐため、使用者に対して警告書送付や訴訟提起の
措置を講じたり、類似商標が出願登録される場合には異議申立や無効審判を請求したり、メディアによ
り普通名称として使用されることを阻止するためメディ
アに対し訂正を求める等の対応を行っている場合があり
ますので、普通名称化しているものと即断せず専門家の
知見を活用されることをお勧めします。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
178

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 商標の普通名称化商標の普通名称化
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動 向

鳥
取
商
工
会
議
所
金
融
部
会
（
今

井
敏
明
部
会
長
）は
11
月
27
日（
木
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向

上
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
部
会
員

ら
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

現
代
社
会
が
抱
え
る
少
子
高
齢
化

や
年
金
制
度
問
題
、
イ
ン
フ
レ
の
定

着
な
ど
、不
確
実
な
時
代
に
お
い
て
、

多
く
の
人
が
将
来
に
大
き
な
不
安
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
金
融
部
会
は
個
人
が
将
来

に
備
え
る
資
産
形
成
の
必
要
性
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
㈱
山
陰
合
同
銀
行
鳥
取

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
の
曽
根

総
一
郎
課
長
と
同
行
鳥
取
営
業
部
の

石
本
夕
佳
次
長
が
務
め
、
資
産
形
成

の
活
用
術
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。

曽
根
課
長
は
、
長
引
く
低
金
利
な

ど
の
影
響
で
、
個
人
の
力
に
よ
る
資

産
形
成
が
不
可
欠
な
時
代
に
な
っ
て

い
る
と
指
摘
。
資
産
を
増
や
す
こ
と

を
重
視
し
た
投
資
を
継
続
す
る
た
め

の
３
つ
の
コ
ツ
を
『
長
期･

分
散
・

積
立
』
と
断
言
し
ま
し
た
。
長
期
保

有
に
よ
る
運
用
成
果
の
安
定
や
、
投

資
先
の
価
格
変
動
リ
ス
ク
を
抑
え
る

効
果
を
解
説
し
た
ほ
か
、
資
産
・
地

域
を
分
散
し
て
積
立
投
資
を
し
た
運

用
実
績
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

石
本
次
長
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
金
融
犯
罪
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

利
用
し
た
投
資
詐
欺
を
紹
介
し
、
身

近
に
潜
む
金
融
投
資
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

わ
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
伝
授
し
ま
し
た
。

セミナーの様子

金
融
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
開
催

金
融
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
開
催

将
来
に
備
え
る
資
産
形
成
の
イ
ロ
ハ

将
来
に
備
え
る
資
産
形
成
の
イ
ロ
ハ

��

金
融
投
資
ト
ラ
ブ
ル
事
例
も
紹
介

金
融
投
資
ト
ラ
ブ
ル
事
例
も
紹
介

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.68Vol.68

【言葉や耳の不自由な方専用の緊急通報システム】
◦メール１１０番
　メールアドレス（tottori110pipopa@view.ocn.ne.jp）
◦ファクシミリ１１０番
　フリーダイヤル（０１２０－８５７－１１０）
◦１１０番アプリシステム
　　警察庁ウェブサイトで専用アプリをダウンロードし、事前
登録する必要があります。
　※警察庁のウェブサイト
　　（https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/110/app/）
◦電話リレーサービス
　　聞こえない人と聞こえる人をオペレータが通訳してつなぐ
サービスで、事前登録が必要です。
　※電話リレーサービスのウェブサイト（https://nftrs.or.jp）

　１１０番は、事件・事故等が発生した際、警察官が緊急で現場対応するための「緊急専用電話」です。
　緊急の対応を必要としない相談・問い合わせ等は、各警察署又は警察総合相談電話（＃９１１０）等各種
相談窓口に電話をお願いします（＃９１１０は平日8：30～17：15）。最近のスマートフォンには、緊急通
報機能を有するものがあり、間違って１１０番通報するケースが多くなっています。誤って１１０番通報
した場合でも、担当者が事件・事故の有無等を確認しますので、ご協力をお願いします。

１月10日は
「110番の日」

110番通報の適切な利用促進110番通報の適切な利用促進

【１１０番映像通報システムを利用した
� 映像等の送信】
　事件・事故現場等で１１０番通報をさ
れた際、通報を受けた警察官が必要と判
断した場合は、通報者に１１０番映像通
報システムを利用した現場映像等の送信
をお願いすることがあります。
　なお、映像等送信時の通信費が通報者
の負担になるため、その点も
ご理解の上、ご協力をお願い
します。

いたずら
110番は
絶対に
やめましょう



鳥取商工会議所報
VOL779.2026.1.15

1111

動 向
　

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員

会
（
吉
岡
佐
和
子
委
員
長
）
は
12
月

３
日
（
水
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目

の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
「
経
営

者
の
た
め
の
意
識
・
行
動
変
革
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
経
営
者
ら
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、「
女
性
活
躍
」
と

「
若
者
定
住
」
の
２
つ
を
活
動
の
柱

と
し
て
８
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
当

初
は
「
女
性
活
躍
・
若
者
定
住
特
別

委
員
会
」
と
い
う
名
称
で
し
た
が
、

女
性
と
若
者
だ
け
で
は
な
く
全
て
の

人
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
鳥
取
の
未
来
を
つ
く
る
と

い
う
意
味
を
込
め
て
「
と
っ
と
り
未

来
づ
く
り
特
別
委
員
会
」
へ
名
称
変

更
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
第
１
弾
と
し
て
開
催
し
た

の
が
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
女
性

を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
人
材
の
活

躍
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
経
営
者
や

管
理
職
の
意
識
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
浜

田
敬
子
氏
を
講
師
に
招
き
、「
人
口

減
少
時
代
こ
そ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経

営
を
～
経
営
層
の
意
識
・
行
動
改
革

が
鍵
を
握
る
～
」と
題
し
て
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
企
業
は
、
新
卒
一
括
採
用
や

年
功
序
列
、
終
身
雇
用
な
ど
が
根
強

く
残
っ
て
お
り
、
同
質
性
の
高
い
組

織
に
な
る
構
造
上
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
同
質
性
の
高
い
組
織
が
陥
り
や

す
い
リ
ス
ク
と
し
て
、「
集
団
浅
慮
」

と
呼
ば
れ
る
、
集
団
の
圧
力
に
よ
り

適
切
な
判
断
力
が
損
な
わ
れ
る
現
象

が
あ
り
ま
す
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応 講演する浜田氏

セミナーの様子

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

経
営
者
の
た
め
の
意
識
・
行
動
変
革
セ
ミ
ナ
ー

経
営
者
の
た
め
の
意
識
・
行
動
変
革
セ
ミ
ナ
ー

　　��

多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
へ

多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
へ

え
る
に
は
多
様
な
人
材
が
い
る
組
織

の
ほ
う
が
強
く
、
違
う
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
人
の
ア
イ
デ
ア
の
掛

け
合
わ
せ
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
る
な
ど
、
企
業
の
競
争
力
の

観
点
か
ら
も
多
様
性
が
必
要
で
あ
る

と
浜
田
氏
は
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
が
１
４
８
カ
国
中
１
１
８
位

で
あ
る
こ
と
や
、
男
性
と
女
性
で
賃

金
格
差
が
あ
る
こ
と
、
女
性
の
家

事
・
育
児
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
な

ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
用
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
女
性
が
活
躍
で
き

る
機
会
を
均
等
に
与
え
ら
れ
て
お
ら

ず
、
本
来
は
能
力
が
あ
っ
て
も
経
験

が
少
な
い
こ
と
で
能
力
が
な
い
よ
う

に
見
ら
れ
て
し
ま
う
、「
作
ら
れ
た

能
力
格
差
」
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
男
性

も
職
場
で
男
ら
し
さ
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
や
、
男
だ
か
ら
と
い
う
固
定
概

念
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
り
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
調
査
結

果
も
あ
り
ま
す
。
全
て
の
人
が
働
き

や
す
い
環
境
に
す
る
た
め
に
は
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
は
先
進
企
業

事
例
と
し
て
、
人
材
不
足
へ
の
危
機

感
か
ら
短
時
間
勤
務
の
女
性
も
管
理

職
に
登
用
す
る
な
ど
、
柔
軟
な
働
き

方
を
実
施
し
た
こ
と
で
若
者
か
ら
の

求
人
応
募
が
増
加
し
た
事
例
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。
取
り
組
み
が
進
む

全
国
の
先
進
企
業
事
例
に
参
加
者
は

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
危
機
感
を
持
っ

て
意
識
を
変
え
て
い
き
た
い
」「
自

社
に
お
け
る
現
状
の
問
題
点
が
把
握

で
き
た
」
な
ど
の
前
向
き
な
声
が
多

数
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
報
告
＝
地
域
振
興
課
　
主
事
　
西

山
香
菜
子
（
と
っ
と
り
未
来
づ
く
り

特
別
委
員
会
担
当
）
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
は
昨
年
11
月
28

日（
金
）、
岩
美
郡
岩
美
町
の
日
本
海

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
稲
葉
山
コ
ー
ス
で
初

開
催
と
な
る
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
し
、
総
勢
28
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

秋
も
深
ま
る
コ
ン
ペ
当
日
の
天
候

は
曇
り
。
午
前
中
は
時
折
小
雨
が
降

る
中
、
距
離
の
あ
る
コ
ー
ス
と
高
麗

グ
リ
ー
ン
に
苦
労
し
な
が
ら
の
コ
ン

ペ
と
な
り
ま
し
た
。
全
員
無
事
に
怪

我
も
な
く
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
す
る
と
、

会
場
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥

取
に
移
し
て
、
結
果
発
表
と
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
第
１
回
の
優
勝
者
に

は
、光
浪
房
夫
さ
ん（
㈲
ハ
ー
ト
ワ
ー

ク
イ
ナ
バ
）が
輝
き
ま
し
た
。

　

準
優
勝
に
は
影
井
一
清
さ
ん（
大

和
建
設
㈱
）、
３
位
は
竹
田
幸
夫
さ

ん（
㈱
ヨ
ネ
ザ
ワ
）が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
績
は
個
人
戦
だ
け
で
は

な
く
、
６
部
会
の
対
抗
戦
も
実
施
。

各
部
会
上
位
３
名
の
平
均
ス
コ
ア
で

競
っ
た
結
果
、
僅
差
で
あ
り
ま
し
た

が
、
流
通
部
会
が
第
１
回
の
部
会
対

抗
を
制
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
今
年
４
月
に
第
２
回
、

10
月
に
第
３
回
を
開
催
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

表彰式であいさつする平井会頭

会
員
交
流
事
業

会
員
交
流
事
業

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
！

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
！

��

わ
き
あ
い
あ
い
と
懇
親
を
深
め
て

わ
き
あ
い
あ
い
と
懇
親
を
深
め
て

優勝した光浪房夫さん
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【
代
表
者
変
更
】

◆（
福
）鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

会
長
＝
中
西　

眞
治

【
住
所
変
更
】

◆
尾
脇
電
機
㈱

　

鳥
取
市
片
原
１
丁
目
１
１
４
番
地

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略
・

順
不
同

11
月
16
日
～
12
月
15
日
届
け
出
分

　

㈱
山
陰
放
送

鳥
取
支
社
の
鳥

取
商
工
会
議
所

職
務
執
行
者
が
、

小
椋
英
之
氏
か

ら
宮
本
忠
明
氏
（
支
社
長
）
＝
写
真

＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

議議    

員員    

交交    

代代

　

ア
ク
サ
生
命

保
険
㈱
鳥
取
営

業
支
社
の
鳥
取

商
工
会
議
所
職

務
執
行
者
が
、

川
西
一
伸
氏
か
ら
久
田
幸
民
氏
（
営

業
支
社
長
）
＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ

ま
し
た
。

動 向

２　

青
年
部
総
務
委
員
会

３　

鳥
取
市
観
光
大
学
開
校
式
▽
経

営
者
の
た
め
の
意
識
・
行
動
改

革
セ
ミ
ナ
ー
▽
青
年
部
鳥
取
お

城
委
員
会

４　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部

政
策
提
言
委
員
会

５　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会

▽
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実

現
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会

議

10　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル「
基
礎
か

ら
わ
か
る
決
算
書
類
分
析
講

座
」

11　

運
営
委
員
会
▽
青
年
部
広
報
委

員
会

13　

青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
例
会

16　

定
例
金
融
相
談
会
▽
常
議
員
会

▽
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実

現
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会

議
▽
青
年
部
５
役
会
・
ビ
ジ
ネ

ス
委
員
会

17　

女
性
会
例
会
・
役
員
会
▽
青
年

部
鳥
取
お
城
委
員
会

22　

青
年
部
対
外
交
流
委
員
会

23　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現

特
別
委
員
会
▽
青
年
部
理
事
会

 

事
務
局
日
誌 （　

）
12
月
抜
粋

◆
㈲
山
根
標
板
製
作
所

　

鳥
取
市
千
代
水
３
丁
目
57

公益社団法人  鳥取市シルバー人材センター　TEL 0857-22-0050　 FAX　0857-22-0051

公益社団法人 鳥取県シルバー人材センター連合会
〒683-0812　鳥取県米子市角盤町1丁目76番地
URL  https://www.torisilver-ren.com

ＴＥＬ　０８５９－３７－２５３１
ＦＡＸ　０８５９－３７－２５３７

詳しくは左記、ホームページで確認ください。

《お問い合わせ等は、下記まで》

厚生労働省鳥取労働局委託事業『高齢者活躍人材確保育成事業』

シニアの力 を
活用しませんか！

謹賀新年
人手不足解消‼

そのお仕事、知識と経験豊
富なシルバー会員が、安心・
確実にサポートします。 今年もシルバーを

よろしくお願い
します。
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※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

選ばれる店になる接客戦略 橋本 泉 33分

周年記念事業の本質と未来戦略 長井 伸樹 32分

「心のつながり」で社員が輝く、
中小企業成長の秘訣 末広 信太郎 44分

研
修
・
人
材
育
成

NEW
ミスをゼロにする仕事術 宇都出 雅巳 46分

自衛隊式！
組織を強くする人材育成 吉永 ケンジ 45分

信頼を築き、成果を出す！
「傾聴力」と「質問力」 生駒 正明 47分

タイトル 講師名 時間

政
治
経
済

NEW
「昭和100 年」に見る
日本経済への教訓

岡田 晃 40分

コンビニを見たら日本経済が分かる 渡辺 広明 43分

労
務

ハラスメント予防セミナー 小澤 将司 38分

中小企業の障害者雇用
はじめの一歩 木下 文彦 40分

税
務
・
財
務
・
経
理

NEW
顧問税理士の選び方と活かし方 長尾 元彦 36分

経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分
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2026　1　JANUARY

女性会だより・新年名刺交換

安部　裕子
田 中 工 業 ㈱

理　事

副会長

德田　和子
㈱ 德 田 商 店

会　長

山根　恵子
㈱ 心 晴

米村　京子
㈲ よ ね む ら 硝 子

山内　憲子
㈱東横イン 鳥取駅北口

黒坂　令子
鳥取ヤクルト販売㈱

理　事

上山　弘子
㈱泉コンサルタント

副会長

中井　英子
㈱ 中 井 脩

青木美保子
ブ ラ イ ダ ル 青 木

あけましておめでとうございます

北村　由美
㈱ プ ラ ス ビ ッ ツ

理　事

川口眞佐子
リバードコーポレーション㈱

中河　梨恵
㈲ 中 河 生 花 店

深田真由美
日本海テレビジョン放送㈱

廣谷　　泉
中 国 工 業 ㈱

西村智也子
㈱幸屋エイ・ピー

濵﨑あゆみ
鳥 取 廣 信 青 果 ㈲

橋本　真弓
行 政 書 士 事 務 所
橋本国際コンサルティング

西山　睦深
西山睦深ヘルスケアオフィス

西垣　祐子
鳥 取 信 用 金 庫

佐藤　陽子
鳥 取 瓦 斯 ㈱

谷口真由美
㈱ 鳥 取 銀 行

清水　　恵
ＮＴＴ西日本㈱鳥取支店

岸本　典子
㈱ ノ ノ ス タ イ ル

金居　洋子
㈱ 金 居 商 店

河崎　妙子
㈱グラン・クリュ食工房

太田　　縁
㈲ 和 光 武 道 具

大家　祐子
㈱プレマスペース

石本　夕佳
㈱ 山 陰 合 同 銀 行

稲中真知子
（医）イナカ内科医院

石谷　泰子
カフェ 森の香り

石川　清美
㈱ 丸 由

安宅　智代
㈲アイウィッシュ

山口　朝子
（ 一 社 ） 地 域 サ ポ ー ト
ネ ッ ト ワ ー ク と っ と り

監　事

英　　咲子
㈱人形のはなふさ

監　事

吉岡きよ乃
グ ッ ド ヒ ル ㈱

理　事

福嶋登美子
ブリリアントアソシエイツ㈱

理　事

浜村　恵子
㈲ 浜 市

理　事

八村恵美子
元 会 頭 夫 人

理　事

西垣三枝子
㈲ バ ウ ハ ウ ス

理　事

吉川　桂子
㈲ 井 上 勝 義 商 店

理　事

加藤　陽子
㈱ フ レ ッ ク ス

理　事

竹本恵理子
Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ ビ ジ ネ ス
ソリューションズ㈱鳥取支店
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鳥取YEG URL https://www.t-yeg.jp
YEG通信

令
和
7
年
度
12
月
例
会

「
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
例
会
in
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港

～
Ｍ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｆ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
！
み
ん
な
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
～
」

　
12
月
13
日（
土
）、
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
空
港
と
い
う
非

日
常
的
な
空
間
を
舞
台
に
し
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

本
例
会
は
、
日
頃
よ
り
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
を
理
解
し
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
ご
家
族
へ
の
感
謝
を
形
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
で
す
。
会
員
が
青
年
経
済
人
と
し
て
活
動
で
き
る
の
は
、
家
族

の
存
在
が
あ
っ
て
で
あ
り
、
そ
の
想
い
を
共
有
す
る
大
切
な
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。
当
日
は
、
山
陰
三
ツ
星
マ
ー
ケ
ッ
ト
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
食
や
演
出
を
楽
し
み

な
が
ら
、
会
員
と
家
族
、
家
族
同
士
の
交
流
が
自
然
と
生
ま
れ
、
会
場

は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
新
た
な
カ
タ
チ
を
示
す
こ
と
が
で
き
、

可
能
性
を
感
じ
ら
れ
た
今
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
取
り
組
み
が
、
会
員
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

へ
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
交
流
委
員
会

�

委
員
長
　
山
下
　
弥
生
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
に
対

し
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
た
な
一
年
が
始
ま
り
、
本
年
度
も
折
り
返
し
の
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
や
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
後
半

に
向
け
て
改
め
て
目
的
や
方
向
性
を
共
有
し
、
次
な
る
行
動
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
大
切
な
節
目
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は「
自
己

研
鑽
」「
地
域
貢
献
」「
交
流
」を
柱
に
、
仲
間
と
と
も
に
学
び
、
挑
戦
し
、

成
長
で
き
る
組
織
で
す
。
日
々
の
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
会
員
一
人
ひ

と
り
の
成
長
の
み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
や
企
業
の
持
続
的
な
発
展
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
23
日
に
は
、
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ
を
鳥
取
鉄
道
記
念
物
公

園
に
て
開
催
し
、
過
去
最
多
の
来
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
通
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、

公
共
交
通
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
有
意
義
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
28
日
に
は
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ

研
修
会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
永
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、

現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
他
単
会
と
の
意
見
交
換

を
通
じ
、
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
視
座
を
高
め
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
13
日
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
例
会
を
開
催
し
、
ご
家
族
の
皆
さ

ま
に
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
、
そ
し
て
関
係
す
る
す
べ
て
の
方
々
に
と
っ

て
、
実
り
多
く
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
令
和
７
年
11
月
24
日（
月
）に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

交
流
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
旭
国
際
浜
村
温
泉
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
青
年
部
19
名
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
10
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
先
輩
方
の
熟
練
の
シ
ョ
ッ
ト
、
現
役
会
員
の

パ
ワ
フ
ル
な
シ
ョ
ッ
ト
と
好
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ン
ペ
と

な
り
ま
し
た
が
、
ス
コ
ア
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
卒
業
さ
れ
た
先
輩
方
と
ゴ

ル
フ
を
通
じ
て
交
流
が
で
き
た
こ
と
が
一
番
の
収
穫
で
し
た
。

　
弊
会
は
会
員
数
が
年
々
増
加
す
る
に
あ
た
り
、
先
輩
方
と
面
識
の
な
い
会

員
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
数
少
な
い
交
流
の
場
を
今
後
と
も

大
切
に
し
、
先
輩
方
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
組
織
・
活
動
に
努

め
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
幹
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
私
が
並
み
居
る
先
輩
方
を
差
し
置
い
て
、
優
勝
し
て
し
ま
い
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

ゴ
ル
フ
同
好
会
　
会
長
　
松
島
　
新
太
郎

２
０
２
５
年
11
月
28
日
か
ら
29
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
愛
知
県
岡
崎
市

に
て
「
第
43
回
全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会�

愛
知
岡
崎
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
研
修
会
に
は
、
民
野
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
8
名
の
メ
ン
バ
ー
で

現
地
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
リ
ー
ダ
ー
が
集
い
、
組
織
運

営
や
地
域
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
講
演
や
分
科
会
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

特
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
や
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
は
、
大
変

参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
他
単
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
新
た
な
つ
な
が
り
や
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
研
修
で
得

た
学
び
や
気
づ
き
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
、
組
織
の
更
な
る
発
展
と
地
域

貢
献
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

�

山
根
　
　
真
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工
会
議
所
青
年
部
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Ｏ
Ｇ
交
流
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フ
コ
ン
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Ｏ
Ｇ
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流
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片山 菜美 君
（かたやま ななみ）

藤原 成司 君
（ふじわら せいじ）

事業所名  Ｎ
所属委員会  会員増強委員会

事業所名  ㈱エスジェイ
所属委員会  会員増強委員会

事業所名  鳥取県商工労働部企業支援課
所属委員会  ビジネス委員会
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大許 宗一郎 君
（おおもと そういちろう）

大坪 裕也 君
（おおつぼ ゆうや）

交 替 会 員新 入 会 員

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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令
和
7
年
度
12
月
例
会

「
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
例
会
in
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港

～
Ｍ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｆ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
！
み
ん
な
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
～
」

　
12
月
13
日（
土
）、
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
空
港
と
い
う
非

日
常
的
な
空
間
を
舞
台
に
し
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

本
例
会
は
、
日
頃
よ
り
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
を
理
解
し
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
ご
家
族
へ
の
感
謝
を
形
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
で
す
。
会
員
が
青
年
経
済
人
と
し
て
活
動
で
き
る
の
は
、
家
族

の
存
在
が
あ
っ
て
で
あ
り
、
そ
の
想
い
を
共
有
す
る
大
切
な
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。
当
日
は
、
山
陰
三
ツ
星
マ
ー
ケ
ッ
ト
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
食
や
演
出
を
楽
し
み

な
が
ら
、
会
員
と
家
族
、
家
族
同
士
の
交
流
が
自
然
と
生
ま
れ
、
会
場

は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
新
た
な
カ
タ
チ
を
示
す
こ
と
が
で
き
、

可
能
性
を
感
じ
ら
れ
た
今
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
取
り
組
み
が
、
会
員
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

へ
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
交
流
委
員
会

�

委
員
長
　
山
下
　
弥
生
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新
年
あ
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ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
に
対

し
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
た
な
一
年
が
始
ま
り
、
本
年
度
も
折
り
返
し
の
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
や
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
後
半

に
向
け
て
改
め
て
目
的
や
方
向
性
を
共
有
し
、
次
な
る
行
動
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
大
切
な
節
目
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は「
自
己

研
鑽
」「
地
域
貢
献
」「
交
流
」を
柱
に
、
仲
間
と
と
も
に
学
び
、
挑
戦
し
、

成
長
で
き
る
組
織
で
す
。
日
々
の
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
会
員
一
人
ひ

と
り
の
成
長
の
み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
や
企
業
の
持
続
的
な
発
展
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
23
日
に
は
、
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ
を
鳥
取
鉄
道
記
念
物
公

園
に
て
開
催
し
、
過
去
最
多
の
来
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
通
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、

公
共
交
通
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
有
意
義
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
28
日
に
は
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ

研
修
会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
永
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、

現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
他
単
会
と
の
意
見
交
換

を
通
じ
、
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
視
座
を
高
め
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
13
日
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
例
会
を
開
催
し
、
ご
家
族
の
皆
さ

ま
に
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
、
そ
し
て
関
係
す
る
す
べ
て
の
方
々
に
と
っ

て
、
実
り
多
く
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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所
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年
部
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、
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和
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11
月
24
日（
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）に
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Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
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流
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ル
フ
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ン
ペ
を
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国
際
浜
村
温
泉
ゴ
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フ
倶
楽
部
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
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年
部
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名
、
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Ｂ
・
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Ｇ
10
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
先
輩
方
の
熟
練
の
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ッ
ト
、
現
役
会
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の
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ワ
フ
ル
な
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ッ
ト
と
好
プ
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ー
が
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出
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る
レ
ベ
ル
の
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い
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ン
ペ
と

な
り
ま
し
た
が
、
ス
コ
ア
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
卒
業
さ
れ
た
先
輩
方
と
ゴ

ル
フ
を
通
じ
て
交
流
が
で
き
た
こ
と
が
一
番
の
収
穫
で
し
た
。

　
弊
会
は
会
員
数
が
年
々
増
加
す
る
に
あ
た
り
、
先
輩
方
と
面
識
の
な
い
会

員
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
数
少
な
い
交
流
の
場
を
今
後
と
も

大
切
に
し
、
先
輩
方
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
組
織
・
活
動
に
努

め
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
幹
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
私
が
並
み
居
る
先
輩
方
を
差
し
置
い
て
、
優
勝
し
て
し
ま
い
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

ゴ
ル
フ
同
好
会
　
会
長
　
松
島
　
新
太
郎

２
０
２
５
年
11
月
28
日
か
ら
29
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
愛
知
県
岡
崎
市

に
て
「
第
43
回
全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会�

愛
知
岡
崎
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
研
修
会
に
は
、
民
野
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
8
名
の
メ
ン
バ
ー
で

現
地
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
リ
ー
ダ
ー
が
集
い
、
組
織
運

営
や
地
域
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
講
演
や
分
科
会
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

特
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
や
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
は
、
大
変

参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
他
単
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
新
た
な
つ
な
が
り
や
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
研
修
で
得

た
学
び
や
気
づ
き
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
、
組
織
の
更
な
る
発
展
と
地
域

貢
献
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

�

山
根
　
　
真

表彰式の様子

参加したメンバー

参加したメンバー

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部

全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修

全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会会

第43回

片山 菜美 君
（かたやま ななみ）

藤原 成司 君
（ふじわら せいじ）

事業所名  Ｎ
所属委員会  会員増強委員会

事業所名  ㈱エスジェイ
所属委員会  会員増強委員会

事業所名  鳥取県商工労働部企業支援課
所属委員会  ビジネス委員会

事業所名  かけひアセットマネジメント㈱
所属委員会  会員増強委員会

大許 宗一郎 君
（おおもと そういちろう）

大坪 裕也 君
（おおつぼ ゆうや）

交 替 会 員新 入 会 員

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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◆
皆
さ
ま
、
健
や
か
な
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
◆
会
報
誌

が
お
手
元
に
届
く
こ
の
時
期
は
、

七
草
粥
を
食
べ
て
正
月
で
疲
れ

た
胃
を
休
ま
せ
る
な
ど
、
古
く

か
ら
の
習
わ
し
に
も
触
れ
る
時

期
で
す
。
日
本
の
食
文
化
の
知

恵
を
借
り
て
、
本
格
的
な
寒
さ

に
備
え
た
い
も
の
で
す
ね
◆
ま

た
寒
さ
が
厳
し
い
一
方
で
、
店

先
に
は
一
足
早
く
節
分
の
豆
な

ど
、
季
節
を
先
取
る
商
品
が
並

び
始
め
て
ほ
の
か
な
春
の
気
配

を
感
じ
ま
す
！
◆
皆
さ
ま
に
と
っ

て
良
い
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
Ａ
）

編　集　室

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利
　
用
　
内
　
容

1
／
24
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

25
㈰

イ
ロ
ハ
す
て
っ
ぷ
　
ゆ
る
っ
と
薬
膳
～
季
節
の
養
生

～
③「
冷
え
に
負
け
な
い
薬
膳
カ
レ
ー
」

【
有
料
・
申
込
要
】

27
㈫

鳥
取
市
事
業
者
向
け
　
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
メ
ニ
ュ
ー
開
発

セ
ミ
ナ
ー

31
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

2
／
5
㈭

市
民
交
流
ホ
ー
ル
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
　
と
っ
と
り
紙

マ
ル
シ
ェ
【
公
開
】

6
㈮

市
民
交
流
ホ
ー
ル
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
　
と
っ
と
り
紙

マ
ル
シ
ェ
【
公
開
】

7
㈯

市
民
交
流
ホ
ー
ル
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
　
と
っ
と
り
紙

マ
ル
シ
ェ
【
公
開
】

8
㈰

市
民
交
流
ホ
ー
ル
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
　
と
っ
と
り
紙

マ
ル
シ
ェ
【
公
開
】

11
㈬

第
19
回
鳥
取
落
語
会【
公
開
・
有
料
】

　
　
　
　

※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
　　292  7 時 05 分  8 時 15 分
　　294  8 時 55 分 10 時 10 分
　　296 11 時 25 分 12 時 40 分
　　298 15 時 35 分 16 時 50 分
　　300 18 時 35 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年10月26日〜2026年3月28日

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

2025-26年　東京便　冬ダイヤ決定！
鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
　　291  6 時 55 分  8 時 15 分
　　293  9 時 25 分 10 時 45 分
　　295 13 時 35 分 14 時 55 分
　　297 16 時 35 分 17 時 55 分
　　299 19 時 15 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経 融 資 をご活用ください！
　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし
で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および
娯楽業を除く）で 5人以下、製造業は 20人以下の事業所です。

◦融資限度額	 2,000 万円　 ◦利率　年 2.10％（2025.12.１現在）
◦返 済 期 間	 運転・設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857-32-8005



✔　マイナンバーカード

✔　スマートフォン

✔　マイナンバーカードの
　　　　　　パスワード2つ

STEP１
e-Taxに必要なものを準備

STEP２
「確定申告書作成
コーナー」へアクセス

STEP３
確定申告書を作成

マイナポータル連携
の詳細はこちら

マイナンバーカードの
有効期限に関するQ&A

STEP４
確定申告書を送信

鳥取税務署からのお知らせ

税務職員ふたば

▶チャットボット「ふたば」

▶動画で見る確定申告

ご質問したいことをメニューから
選択するか、入力いただくとＡＩ
(人工知能)を活用して自動回答

●キャッシュレス納付利用で、
送信後、そのまま納付手続
きも可能!

●画面案内に従って入力
●マイナポータル連携で
自動入力!

　有効期限を過ぎた場合、
e-Tax手続等のご利用がで
きません。
　お早めに更新手続きを
お願いします。

確定申告書等作成コーナーの
操作方法などを動画でご案内

① 署名用電子証明書のパスワード
　(英数字6~16文字)
② 利用者証明用電子証明書の
　パスワード(数字４桁)

困ったときは…

e-Taxに必要なもの

※マイナンバーカード
　読取対応のもの

マイナンバーカード及び電子証明書の有効期限にご注意ください!

●マイナンバーカード、スマートフォンなど ※詳細はこちら

国税の納付手続きの
詳細はこちら

鳥取商工会議所報 No.779  2026年1月15日発行

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）


